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令和３年度 男女共同参画関連事業報告 

 

 

１ 男女共同参画推進パネル展 

（１）期間 

令和３年６月２３日（水）から同月２９日（火）まで 

（２）場所 

文化センター１階エントランスホール 

（３）内容 

ア パネル展示 

・ Ｗｏｍｅｎ 現代の吟子たちに聞く（１５枚） 

※先駆的な活動等に取り組む埼玉県内の女性を表彰する「さい

たま輝き荻野吟子賞」の受賞者を紹介するパネル 

・ 北本市男女共同参画都市宣言（１枚） 

・ 北本市男女共同参画推進条例のしくみ（１枚） 

・ 北本市男女共同参画プラン（第五次北本市男女行動計画） 

（１枚） 

・ 令和３年度男女共同参画週間（１枚） 

イ 啓発物資等の配布 

 

２ 「女性に対する暴力をなくす運動」パネル展 

（１）期間 

令和３年１１月２４日（水）から１１月３０日（火）まで 

（２）場所 

文化センター１階エントランスホール 

（３）内容 

ア パネル展示 

・ 知っていますか？デートＤＶ（８枚） 

※デートＤＶの定義、事例及び相談窓口を紹介するパネル 

・ わたしたちは性犯罪・性暴力を許さない（１０枚） 

※性犯罪等の実態、対策及び相談窓口等を紹介するパネル 

イ 啓発物資等の配布 

 

３ 情報紙「シンフォニー」第２８号発行 

（１）規格・作成部数 

Ａ４版４ページ（Ａ３版２つ折り） ２４，０００部 

（２）配布方法 

広報きたもと１月号と一緒に全戸配布 

（３）特集記事テーマ 

コロナ禍を生きる 

～新たなライフスタイルと男女共同参画の取組～ 
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（４）作成過程 

ア 編集会議 ３回開催（７月２８日（水）、１１月１１日（木）

及び１２月９日（木）） 

イ 取  材 １回実施（９月２８日、取材先：Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ

さいたま（埼玉県男女共同参画推進センター）） 

 

４ パープルリボンキャンペーン 

（１）パープルリボン 

ア 期間 

令和３年１１月１２日（金）から同月２５日（木）まで 

イ 内容 

市職員並びに市と包括連携協定を締結している金融機関（埼玉

りそな銀行北本支店、武蔵野銀行北本支店、及び埼玉縣信用金庫

北本支店）及び北本郵便局の職員の名札にパープルリボンを貼付 

（２）パープルライトアップ 

ア 期間 

令和３年１１月１２日（金）から同月２５日（木）まで 

イ 内容 

市役所、北本駅前東西ロータリー並びに市と包括連携協定を締

結している金融機関（埼玉りそな銀行北本支店行員、武蔵野銀行

北本支店行員、及び埼玉縣信用金庫北本支店）及び北本郵便局で

建物等を紫色に照らすライトアップを実施 

（３）パープルリボンタペストリー 

ア 期間 

令和３年１２月２８日（火）から令和４年１月７日（金）まで 

イ 内容 

県内市町村を巡回するタペストリーを市役所に掲示 

名札に貼付したパープルリボンをタペストリー内に投入する

ことで、タペストリーの作成に参加 

 

５ きたもと男女共生塾 

（１）日にち 

令和４年３月１３日（日） 

（２）場所 

文化センター第１・２会議室 

（３）演題 

渋沢栄一がめざした社会の平等 

（４）内容 

明治時代初期、四民平等、女性教育、医療福祉、産業の近代化等

の普及に尽力した渋沢栄一の取組や思想を通して、男女共同参画社

会の重要性を学ぶ。 
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（５）講師 

今井 博昭 氏（作家） 

（５）受講者 

市内に在住又は在勤の人 ３９人 

 

６ 多様な性のあり方（ＬＧＢＴＱ）講座 

（１）日にち 

令和４年２月２４日（木） 

（２）場所 

文化センター第１・２会議室 

（３）演題 

正しく知ることから始めよう 

～メディア報道だけではわからないＬＧＢＴＱ～ 

（４）内容 

ＬＧＢＴＱに関する概念や定義及び実情等を学び、社会や日常生

活における事例検討を行うことで、理解を深める。 

（５）講師 

レインボーさいたまの会 

共同代表 鈴木 翔子 氏、副代表 川崎 しょう 氏 

（６）受講者 

市内に在住又は在勤の人 １５人 

（７）その他 

講座の録画した動画を市ホームページで令和４年９月３０日（金） 

まで公開 

 

７ 男女共同参画職員研修 

（１）日にち 

令和４年２月２日（水） 

（２）場所 

市役所会議室３－Ｅ・Ｆ 

（３）主題 

男女共同参画基礎講座 

（４）講師 

埼玉県男女共同参画推進センター 

男女共同参画専門員  荒谷 香織 氏 

（５）受講者 

庁内各部署の職員 ２４人 

 

８ 女性相談 

（１）内容 

女性相談員による女性を対象とした相談 
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（２）実施回数 

３６回（毎月３回） 

（３）相談件数 

延べ５９件 

 


